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年表編 縄
じょう

文
もん

・弥
や よ い

生時代
時代 西 暦 政 治 の で き ご と 西 暦 文化のうごき・世界のうごき 文化

の名 中国

秦
しん

漢
かん

三
国

前221

前202

220

旧き
ゅ
う

石
器
時
代

〔�１万年�
以上前〕　

１万数千　
年前　　

� 　　　　　 

� 　

B.C.4�
世紀ころ　

B.C.１� 倭
わ

国、百余
よ

国に分かれる

世紀ころ

　　５７� 倭
わの

奴
なの

国
こく

王
おう

、中国（漢）に使い

を送り金印を受ける 史 ④

　２３９� 邪
や

馬
ま

台
たい

国
こく

の女王卑
ひ

弥
み

呼
こ

、中

国（魏
ぎ

）に使いを送る 史 ⑤

「親
しん

魏
ぎ

倭
わ

王
おう

」の称
しょう

 号
ごう

、金印、

多数の銅
どう

 鏡
きょう

をおくられる

� 狩
か

りや漁、採
さい

 集
しゅう

の生活

� 打
だ

製
せい

石器

岩
いわ

 宿
じゅく

遺
い

跡
せき

、野
の

尻
じり

湖
こ

遺跡な

ど　　　 1 1 史 ①

� 縄
じょう

 文
もん

土器

� 貝
かい

塚
づか

・竪
たて

穴
あな

住居 5

� 打製石器から磨
ま

製
せい

石器へ

� 骨
こっ

角
かく

器
き

・土
ど

偶
ぐう

・屈
くっ

葬
そう

大
おお

森
もり

貝
かい

塚
づか

、三
さん

内
ない

丸
まる

山
やま

遺跡

など　　 1 2 史 ②

� 稲
いな

作
さく

が伝わる

� 金
きん

属
ぞく

器（青
せい

銅
どう

器と鉄器）が伝来

� 弥
やよい

生土器

� 水田跡
あと

・高
たか

床
ゆか

倉
そう

庫
こ

5

吉
よし

野
の

ヶ
が

里
り

遺跡、登
と

呂
ろ

遺跡

など　　　　　 1 3

� ムラからクニへ

� 銅
どう

剣
けん

・銅
どう

矛
ほこ

・銅
どう

鐸
たく

�

縄

文

時

代

縄

文

文

化

弥

生

時

代

弥

生

文

化

打
だ

製
せい

石
せっ

器
き

　縄
じょう

文
もん

土
ど

器
き

　

　　　土
ど

偶
ぐう

　弥
やよ い

生土
ど

器
き

史 ③

4

左から銅剣・銅矛・銅鐸
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縄
文
・
弥
生

野
の

尻
じり

湖
こ

遺
い

跡
せき

1 三
さん

内
ない

丸
まる

山
やま

遺
い

跡
せき

2

吉野ヶ里の集
落やその周辺
のムラを治め
ていた首長層

そう

が住んでいた
と考えられて
いる南

みなみ

郭
かく

内
ない

を復元した部
分。

竪穴住居（左）は縄
じょう

 文
もん

時代から、
高床倉庫（右）は弥

やよい

生時代から
さかんにつくられた。

吉
よし

野
の

ヶ
が

里
り

遺
い

跡
せき

3 銅
どう

鏡
きょう

（ 三
さん

角
かく

縁
ぶち

神
しん

獣
じゅう

鏡
きょう

）4

竪
たて

穴
あな

住
じゅう

居
きょ

と  
高
たか

床
ゆか

倉
そう

庫
こ

5

旧石器・縄文・弥生時代の代表的な遺跡
やよいじょうもんきゅう い せき

野尻湖（立ガ鼻・杉久保）遺跡
の じり こ たち が はな　　すぎ く　ぼ

（長野県野尻湖畔）
はん

しながわ おお た

かんざき

今から３～５万年前の石器、骨角器、ナウマ
ンゾウやオオツノジカの化石などを出土。

岩宿遺跡
いわじゅく

（群馬県みどり市）
今から２～３万年前の石斧、石槍など
を出土。

大森貝塚
おおもりかいづか

（東京都品川区・大田区）
今から4000年～3000年前の貝殻、
土器、土偶、石器、人骨、クジラ
やシカの骨などを出土。

登呂遺跡
と　ろ

（静岡県静岡市）
今から1800年～1700年前の集落
跡。竪穴 住 居跡、高床倉庫跡を
はじめ水田跡、森林跡を出土。

吉野ヶ里遺跡
よし の　が　り

（佐賀県神埼郡）
今から2300年～1800年前の大規模
な環濠集落跡。竪穴 住 居跡、高床
建物・倉庫跡、濠跡のほか、多数
の土器、石器、青銅器、鉄器、木器、
ガラス製管玉などを出土。

板付遺跡
いたづけ

（福岡県福岡市）
今から2300年前の環濠（周りを濠
に囲まれた）集落跡。竪穴 住居跡、
高床倉庫跡のほか、土器、石器、
木器などを出土。

三内丸山遺跡
さんないまるやま

（青森県青森市）
今から5500年～4000年前の大規模な集
落跡。竪穴 住 居跡、掘立柱建物（物見
やぐらなど）跡などの建物跡をはじめ、
土器、石器、土偶、土・石の装身具、木器、
骨角器、ヒスイ、黒曜石などを出土。

旧石器時代の遺跡

縄文時代の遺跡

弥生時代の遺跡

せき

いしおの

いしやりふ

き　ぼ

ほったてたてあなじゅうきょあと

そうしんど ぐう

こっかく

こっかく

かんごう ほり

あと たてあなじゅうきょ

たかゆか

き　ぼ

かんごう あと たてあなじゅうきょ たかゆか

せいどう

ほり

せいくだだま

あと たてあなじゅうきょ たかゆか

かいがら

ど ぐう

ほね

じんこつ

し　き

唐古・鍵遺跡
から こ 　　かぎ

（奈良県磯城郡）
今から2300年～1700年前の環濠
集落跡。大型建物跡や青銅器鋳
造炉跡などとともに多数のヒス
イや土器を出土。

あと

ぞう ろ

せいどう ちゅう

かんごう

1

1973年の第五次
調査で発

はっ

掘
くつ

され
たナウマンゾウ
のキバ（向こう）
とオオツノジカ
の角

つの

（手前）。

復元された大型
掘
ほっ

立
たて

柱建物（左）
と大型竪

たて

穴
あな

住居
（中央）。

　鏡
きょう

面
めん

の裏側にほどこさ
れた装

そう

飾
しょく

で、卑
ひ

弥
み

呼
こ

が
魏
ぎ

の皇
こう

帝
てい

から授
さず

けられ
たものとする説もあ
る。
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�

山寺山にのぼる細長い道の近くまできて、赤土の断
だん

面
めん

に目を向けた

とき、私
わたし

はそこに見なれないものが、なかば突
つ

きささるような状
じょう

 態
たい

で

見えているのに気がついた。……じつにみごとというほかない、黒
こく

曜
よう

石の槍
やり

先
さき

形をした石器ではないか。完全な形をもった石器なのであっ

た。われとわが目を疑
うたが

った。考える余
よ

裕
ゆう

さえなくただ茫
ぼう

然
ぜん

として見つ

めるばかりであった。

「ついに見つけた！　定形石器、それも槍先形をした石器を。この赤

土の中に……」

……もう間
ま

違
ちが

いない。赤
あか

城
ぎ

山
さん

麓
ろく

の赤土（関東ローム層
そう

）のなかに、 

土器をいまだ知らず、石器だけを使って生活した祖
そ

先
せん

の生きた跡
あと

があ

ったのだ。ここにそれが発見され、ここに最古の土器文化よりももっ

ともっと古い時代の人類の歩んできた跡があったのだ。
  （相

あい

沢
ざわ

忠
ただ

洋
ひろ

『「岩
いわ

 宿
じゅく

」の発
はっ

見
けん

』）

太
たい

平
へい

洋
よう

戦争の前までは、日本列島に人間が住んでいた最も古い時代は、縄
じょう

�文
もん

時代だと思われていました。

しかし、群
ぐん

馬
ま

県で考古学に興
きょう

味
み

をもっていた相
あい

沢
ざわ

忠
ただ

洋
ひろ

（当時23歳
さい

）は、郷
きょう

里
り

で

小間物などを売り歩く行
ぎょう

 商
しょう

のかたわら、遺
い

跡
せき

を追い続け、1946年（昭和21年）、

切り通しの関東ローム層
そう

から人の手が加わった黒
こく

曜
よう

石の石器を発見しました。

この岩宿の発見に続いて、野
の

尻
じり

湖など各地で遺跡が発
はっ

掘
くつ

され、今から１万年以

上前の、大陸と陸続きであった日本にも、狩
か

りや植物の採
さい

�集
しゅう

で食料を得る人びと

が生活していたことが確
かく

認
にん

されました。

史料編 縄
じょう

文
もん

・弥
や よ い

生時代

岩
いわ

宿
じゅく

遺
い

跡
せき

の発
はっ

見
けん

　　 年表 P.８

※この史料①は、「旧
きゅう

石器時代」に関するものです。

1
史 料 「岩宿」の発見

岩
いわ

 宿
じゅく

遺
い

跡
せき

を発見した

相
あい

沢
ざわ

忠
ただ

洋
ひろ

が、自身の体験

を記した書。

＊1

関東ローム層
そう

は、北部は浅
あさ

間
ま

・赤
あか

城
ぎ

、南部は富
ふ

士
じ

・箱
はこ

根
ね

などの火山の噴
ふん

 出
しゅつ

物が堆
たい

積
せき

した地
ち

層
そう

です。この地層は、

今から１万年以上も前の更
こう

新
しん

世
せい

（洪
こう

積
せき

世
せい

）の地層です。

＊2

この時代の遺
い

跡
せき

からは、土

器は発見されず、かんたんな

打
だ

製
せい

石器だけが発見されてい

ます。そのため、この時代を

無
む

土器時代、先
せん

土器時代とい

うこともありますが、ふつう

は旧
きゅう

石器時代といいます。

次の縄
じょう

 文
もん

時代になると、土

器の使用が始まり、また、石

器は、磨
ま

製
せい

石器も使用される

ようになります。

＊1

＊2

解 説

岩
いわ

 宿
じゅく

遺
い

跡
せき

発
はっ

掘
くつ

中の相
あい

沢
ざわ

忠
ただ

洋
ひろ

₁₉₄₉年の発掘調
ちょう

査
さ

で発見された黒
こく

曜
よう

石
せき

の尖
せん

頭
とう

石器

※�黒曜石は、火山の噴
ふん

火
か

によ
って噴出したマグマが冷え
て固まることによってつく
られ、黒色でガラスのよう
な光
こう

沢
たく

をもつ。打ち割
わ

るこ
とで鋭

えい

利
り

な刃
は

を得やすいの
で、石器の材料として多用
された。
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史
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史
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史
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編

室 
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史
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編

安
土
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山

史
料
編

江 

戸

史
料
編

明 

治

史
料
編

大 

正

史
料
編

昭 

和

史
料
編

縄
文
・
弥
生

史
料
編

縄
文
・
弥
生�

　私
わたし

は、ジェフリズ・ワイマン教
きょう

 授
じゅ

や、Ｆ．Ｗ．パトナム教授ととも

に、メイン州、マサチューセッツ州で、この種の貝
かい

塚
づか

を何年間も研究

してきたので、この日本で同様な調
ちょう

査
さ

をしたいと思っていた。だから

私は、来日当初から貝塚がないかと注意をおこたらなかった。日本到
とう

 

　着
ちゃく

の数日後、さいわいにも広大な貝塚を、東京から数マイルの線路の

すぐ傍
かたわら

で発見した。………

大
おお

森
もり

貝塚は、江
え

戸
ど

湾
わん

海岸から半マイル近くのところにある。

この種の堆
たい

積
せき

は、川
かわ

沿
ぞ

いにあっても海岸に面する場合も、岸からす

ぐのところに形成されるのがつねであるから、それが内陸にあるのは、

貝塚形成の後、土地が隆
りゅう

起
き

した証
しょう

拠
こ

とみなすことができる。
  （Ｅ．Ｓ．モース『大

おお

森
もり

貝
かい

塚
づか

』）

エドワード・シルヴェスター・モースは、アメリカ合
がっ

�衆
しゅう

�国
こく

のメイン州に生まれ

ました。年少のころから貝類に興
きょう

味
み

をもっていたモースは、日本に腕
わん

足
そく

類の種類

が多いことを知り、訪
ほう

日
にち

を決意しました。

サンフランシスコを発
た

ったモースは、西南戦争がおこっていた明治10年（1877

年）６月、横
よこ

浜
はま

に到
とう

着
ちゃく

しました。文
もん

部
ぶ

�省
しょう

に腕足類の採
さい

�集
しゅう

の許
きょ

可
か

を得るために汽

車で横浜から東京に向かったモースは、大
おお

森
もり

駅を過
す

ぎたあたりでその車
しゃ

窓
そう

から貝
かい

塚
づか

を発見したのです。この年、開校した東京大学の教
きょう

�授
じゅ

に招
まね

かれたモースは、学

生を連れてこの大森貝塚を発
はっ

掘
くつ

しました。

貝塚は、縄
じょう

�文
もん

時代の人びとが食べた貝のからや不用品を捨
す

てたところで、いわ

ば＂ごみ捨て場＂ですが、貝がらや動物の骨
ほね

とともに石器や土器・骨
こっ

角
かく

器なども

発見され、当時の生活をうかがい知ることのできる＂考古学上の宝
ほう

庫
こ

＂です。

モースの大森貝塚発掘によって、日本にも、本
ほん

格
かく

的な考古学が生まれました。

大
おお

森
もり

貝
かい

塚
づか

　　 年表 P.８2
史 料 大森貝塚

大
おお

森
もり

貝
かい

塚
づか

を発見したモ

ースが、自身の日本での

体験を記した書。

＊1

貝
かい

塚
づか

は、英語でS
シ エ ル

hell M
マ ウ ン ド

ound

（貝の丘
おか

）といい、ヨーロッパ

では早くから知られ、原始時

代の研究の宝
ほう

庫
こ

となっていま

した。

モースは、「私
わたし

はメイン州の

海岸で貝塚をたくさん研究し

たから、ここにあるものの性
せい

質
しつ

もすぐ認
みと

めた。私は数カ月

間、だれかが私より先にそこ

に行きはしないかということ

を絶
た

えず恐
おそ

れながら、この貝

塚を訪
おとず

れる機
き

会
かい

を待ってい

た。」（『日本その日その日』）と

述
の

べています。しかし、日本

は当時、まだだれも貝塚を知

らなかったのですから、先に

発見される心配はなかったの

です。

＊2

１マイルは約1.6㎞。

＊3

実
じっ

際
さい

には、土地が隆
りゅう

起
き

した

のではなく、地球の暖
だん

期
き

が終

わって海岸線が後
こう

退
たい

したこと

によります。

＊4

腕
わん

足
そく

類とは、２枚
まい

の殻
から

をも

ち、肉
にく

質
しつ

の触
しょく

 手
しゅ

を殻の外にの

ばして岩などに付着する生物

の総
そう

 称
しょう

です。

＊1

＊2

＊3

解 説

エドワード・モース

東京湾
わん

荒
川
あ
ら

多摩川
た　ま

利根川
と　ね

太

平

洋

か　そ　り

加曾利

縄文時代前期に海だったと
推測されるところ
貝塚が見つかったところ

うばやま

姥山
おおもり

大森

なかざと

中里

0 40㎞
すいそく

じょうもん

関東地方の貝
かい

塚
づか

の分布

＊4
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日本で内
ない

閣
かく

制
せい

度
ど

ができたのは1885年のことです。伊
い

藤
とう

博
ひろ

文
ぶみ

が初代内閣総
そう

理
り

大臣に就
しゅう

 任
にん

してから、日本の歴
れき

史
し

はどのよう
な道

みち

筋
すじ

を歩んできたのでしょうか。

巻末
資料
２

歴
れき

代
だい

の
内
ない

閣
かく

総
そう

理
り

大臣
㉘　1931.4〜1931.12
若
わか

槻
つき

礼
れい

次
じ

郎
ろう

②（立憲民政党）
満州事変

㉙　1931.12〜1932.5
犬
いぬ

養
かい

　毅
つよし

（立憲政友会）
五・一五事件

㉚　1932.5〜1934.7
斎
さい

藤
とう

　実
まこと

（海軍）
国際連盟脱退

㉛　1934.7〜1936.3
岡
おか

田
だ

啓
けい

介
すけ

（海軍）
二・二六事件

㉜　1936.3〜1937.2
広
ひろ

田
た

弘
こう

毅
き

（文官）

㉝　1937.2〜1937.6
　林
はやし

 銑
せん

 十
じゅう

 郎
ろう

（陸軍）

㉞　1937.6〜1939.1
近
この

衛
え

文
ふみ

麿
まろ

①（公家）
日中戦争

㉟　1939.1〜1939.8
平
ひら

沼
ぬま

騏
き

一
いち

郎
ろう

（官僚）

㊱　1939.8〜1940.1
阿
あ

部
べ

信
のぶ

行
ゆき

（陸軍）

㊲　1940.1〜1940.7
米
よ

内
ない

光
みつ

政
まさ

（海軍）

㊳㊴　1940.7〜1941.10
近
この

衛
え

文
ふみ

麿
まろ

②③（公家）

㊵　1941.10〜1944.7
東
とう

 条
じょう

 英
ひで

機
き

（陸軍）
太平洋戦争

㊶　1944.7〜1945.4
小
こ

磯
いそ

国
くに

昭
あき

（陸軍）
本土空襲

㊷　1945.4〜1945.8
鈴
すず

木
き

貫
かん

太
た

郎
ろう

（海軍）
ポツダム宣言受諾

㊸　1945.8〜1945.10
　東
ひがし

久
く

邇
にの

宮
みや

稔
なる

彦
ひこ

王
おう

（皇族）
戦後処理

⓭　1908.7〜1911.8
　桂
かつら

　太
た

郎
ろう

②（陸軍）
韓国併合

⓮　1911.8〜1912.12
西
さい

園
おん

寺
じ

公
きん

望
もち

②（立憲政友会）

⓯　1912.12〜1913.2
　桂
かつら

　太
た

郎
ろう

③（陸軍）

⓰　1913.2〜1914.4
山
やま

本
もと

権
ごん

兵
べ

衛
え

①（海軍）

⓱　1914.4〜1916.10
大
おお

隈
くま

重
しげ

信
のぶ

②（同志会）
第一次世界大戦

⓲　1916.10〜1918.9
寺
てら

内
うち

正
まさ

毅
たけ

（陸軍）
米騒動

⓳　1918.9〜1921.11
原
はら

　敬
たかし

（立憲政友会）
初の本格的政党内閣

⓴　1921.11〜1922.6
高
たか

橋
はし

是
これ

清
きよ

（立憲政友会）
ワシントン軍縮会議

㉑　1922.6〜1923.8
加
か

藤
とう

友
とも

三
さぶ

郎
ろう

（海軍）

㉒　1923.9〜1924.1
山
やま

本
もと

権
ごん

兵
べ

衛
え

②（海軍）

㉓　1924.1〜1924.6
清
きよ

浦
うら

奎
けい

吾
ご

（官僚）

㉔　1924.6〜1926.1
加
か

藤
とう

高
たか

明
あき

（憲政会）
普通選挙法

㉕　1926.1〜1927.4
若
わか

槻
つき

礼
れい

次
じ

郎
ろう

①（憲政会）

㉖　1927.4〜1929.7
田
た

中
なか

義
ぎ

一
いち

（立憲政友会）

㉗　1929.7〜1931.4
浜
はま

口
ぐち

雄
お

幸
さち

（立憲民政党）
世界恐慌

❶　1885.12〜1888.4
伊
い

藤
とう

博
ひろ

文
ぶみ

①（長州）
内閣制度ができる

❷　1888.4〜1889.10
黒
くろ

田
だ

清
きよ

隆
たか

（薩摩）
大日本帝国憲法発布

❸　1889.12〜1891.5
山
やま

県
がた

有
あり

朋
とも

①（長州）
第 1 回帝国議会

❹　1891.5〜1892.8
松
まつ

方
かた

正
まさ

義
よし

①（薩摩）

❺　1892.8〜1896.8
伊
い

藤
とう

博
ひろ

文
ぶみ

②（長州）
日清戦争，三国干渉

❻　1896.9〜1898.1
松
まつ

方
かた

正
まさ

義
よし

②（薩摩）

❼　1898.1〜1898.6
伊
い

藤
とう

博
ひろ

文
ぶみ

③（長州）

❽　1898.6〜1898.11
大
おお

隈
くま

重
しげ

信
のぶ

①（憲政党）
初の政党内閣（隈板内閣）

❾　1898.11〜1900.10
山
やま

県
がた

有
あり

朋
とも

②（長州）

❿　1900.10〜1901.5
伊
い

藤
とう

博
ひろ

文
ぶみ

④（立憲政友会）

⓫　1901.6〜1906.1
　桂
かつら

　太
た

郎
ろう

①（陸軍）
日露戦争

⓬　1906.1〜1908.7
西
さい

園
おん

寺
じ

公
きん

望
もち

①（立憲政友会）

就任の順　　　就任期間
氏名（回数）（政

せい

党
とう

または出身等）
おもなできごと

❶

❷

❸

❹

❺

❻

❼
❽

❾

❿

⓫

⓬

⓭

　
　
　

⓮

⓯

⓰

⓱

⓲

⓳

⓴

㉑

㉒
㉓

㉔

㉕

㉖

㉗

㉘

㉙

㉚

㉛

㉜

㉝

㉞

㉟
㊱

㊲

㊳
㊴

㊵

㊶

㊷
㊸
㊹

❶
の
就
任
期
間

就任期間

1890年

1900年

1930年

1940年

1910年

1920年
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㊹　1945.10〜1946.5
幣
しで

原
はら

喜
き

重
じゅう

 郎
ろう

（日本進歩党）
ＧＨＱからの改革指令

㊺　1946.5〜1947.5
吉
よし

田
だ

　茂
しげる

①（日本自由党）
日本国憲法公布

㊻　1947.5〜1948.3
片
かた

山
やま

　哲
てつ

（日本社会党）

㊼　1948.3〜1948.10
芦
あし

田
だ

　均
ひとし

（民主党）

㊽〜�　1948.10〜1954.12
吉
よし

田
だ

　茂
しげる

②〜⑤（民主自由党・自由党）
サンフランシスコ平和条約
日米安全保障条約

�〜�　1954.12〜1956.12
鳩
はと

山
やま

一
いち

郎
ろう

①〜③（日本民主党・自由民主党）
日ソ共同宣言，55年体制

�　1956.12〜1957.2
石
いし

橋
ばし

湛
たん

山
ざん

（自由民主党）

��　1957.2〜1960.7
岸
きし

　信
のぶ

介
すけ

①②（自由民主党）
新安保条約

�〜�　1960.7〜1964.11
池
いけ

田
だ

勇
はや

人
と

①〜③（自由民主党）
高度経済成長期
東京オリンピック

�〜�　1964.11〜1972.7
佐
さ

藤
とう

栄
えい

作
さく

①〜③（自由民主党）
日韓基本条約，沖縄返還

�　2006.9〜2007.9
安
あ

倍
べ

晋
しん

三
ぞう

①（自由民主党）

�　2007.9〜2008.9
福
ふく

田
だ

康
やす

夫
お

（自由民主党）

�　2008.9〜2009.9
麻
あそ

生
う

太
た

郎
ろう

（自由民主党）

�　2009.9〜2010.6
鳩
はと

山
やま

由
ゆ

紀
き

夫
お

（民主党）
政権交代

�　2010.6〜2011.9
菅
かん

　直
なお

人
と

（民主党）
東日本大震災

�　2011.9〜2012.12
野
の

田
だ

佳
よし

彦
ひこ

（民主党）

�〜�　2012.12〜2020.9
安
あ

倍
べ

晋
しん

三
ぞう

②〜④（自由民主党）
アベノミクス

�　2020.9〜2021.10
菅
すが

　義
よし

偉
ひで

（自由民主党）
東京オリンピック・パラリンピック2020

100 101　2021.10〜2024.10
岸
きし

田
だ

文
ふみ

雄
お

①②（自由民主党）

102 103　2024.10〜2025.10
石
いし

破
ば

　茂
しげる

（自由民主党）

104 105　2025.10〜
高
たか

市
いち

早
さ

苗
なえ

（自由民主党）

��　1972.7〜1974.12
田
た

中
なか

角
かく

栄
えい

①②（自由民主党）
日中共同声明，石油危機

�　1974.12〜1976.12
三
み

木
き

武
たけ

夫
お

（自由民主党）
ロッキード事件

�　1976.12〜1978.12
福
ふく

田
だ

赳
たけ

夫
お

（自由民主党）
日中平和友好条約

��　1978.12〜1980.6
大
おお

平
ひら

正
まさ

芳
よし

①②（自由民主党）

�　1980.7〜1982.11
鈴
すず

木
き

善
ぜん

幸
こう

（自由民主党）

�〜�　1982.11〜1987.11
中
なか

曽
そ

根
ね

康
やす

弘
ひろ

①〜③（自由民主党）
電電公社・国鉄民営化

�　1987.11〜1989.6
竹
たけ

下
した

　登
のぼる

（自由民主党）
消費税（ 3％）導入

�　1989.6〜1989.8
宇
う

野
の

宗
そう

佑
すけ

（自由民主党）

��　1989.8〜1991.11
海
かい

部
ふ

俊
とし

樹
き

①②（自由民主党）
バブル経済崩壊，湾岸戦争

�　1991.11〜1993.8
宮
みや

沢
ざわ

喜
き

一
いち

（自由民主党）
ＰＫＯ協力法成立

�　1993.8〜1994.4
細
ほそ

川
かわ

護
もり

煕
ひろ

（日本新党）
55年体制の崩壊

�　1994.4〜1994.6
羽
は

田
た

　孜
つとむ

（新生党）

�　1994.6〜1996.1
村
むら

山
やま

富
とみ

市
いち

（日本社会党）
47年ぶりの社会党首相，阪神・淡路大震災

��　1996.1〜1998.7
橋
はし

本
もと

 龍
りゅう

太
た

郎
ろう

①②（自由民主党）
消費税の税率が5％に

�　1998.7〜2000.4
小
お

渕
ぶち

恵
けい

三
ぞう

（自由民主党）
ガイドライン関連法成立

��　2000.4〜2001.4
森
もり

　喜
よし

朗
ろう

①②（自由民主党）
沖縄サミット

�〜�　2001.4〜2006.9
小
こ

泉
いずみ

 純
じゅん

 一
いち

郎
ろう

①〜③（自由民主党）
郵政民営化法成立
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1950年

1960年

2010年

2020年

1980年

1990年
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